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@都
洗
足
学
園

魚
津
短
期
大
学
校
の
開
校

昭
和
田
年
4
月
、
洗
足
学
園
魚
津
短
大
が
天

神
野
新
地
内
に
開
校
し
た
。
可
能
性
を
拓
く

た
な
出
発

刊
年
(
そ
の
2
)

U
年
か
ら
平
成
3
年
ま
で

昭
和
幻
年
か
ら
平
成

3
年

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

(
短
大
・
企
業
の
誘
致
)

富
山
県
は
、

H

教
育
県
。
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
が
高
い

こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
設
置
状
況
は
決

し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
印
年
こ
ろ
、
特
に
大
学
(
短
大
含
む
)
は
、

県
内
に

4
校
l
大
学
2
校
、
短
大
2
校
1
し
か

な
く
県
東
部
地
域
に
お
い
て
は
、

1
校
も
存
在

し
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。

魚
津
市
は
、
県
下
の
状
況
も
踏
ま
え
、
豊
か

な
人
材
を
育
て
る
学
園
都
市
を
つ
く
り
た
い
と

大
学
の
誘
致
を
計
画
し
た
。

洗
足
学
園
(
川
崎
市
)
の
理
事
長
で
、
黒
部
市

出
身
、
旧
魚
津
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
魚
津

市
に
友
人
、
知
人
が
多
く
関
係
の
深
い
前
田
豊

子
氏
に
、
昭
和
川
崎
年
こ
ろ
か
ら
魚
津
市
の
実
情

を
訴
え
、
大
学
の
誘
致
を
要
請
し
て
い
た
。

昭
和
臼
年
に
な
り
、
魚
津
短
期
大
学
の
設
置

が
内
定
し
、
昭
和
白
年
6
月
に
同
校
理
事
会
で

正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

昭
和

M
年
4
月
の
開
校
を
め
ざ
し
た
が
、
用

地
取
得
が
不
十
分
で
あ

っ
た
た
め
一
年
遅
れ
て

の
開
校
と
な
っ
た
。

富
山
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
の
開
校

昭
和
日
年
4
月
、
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
が
、
川
縁
地
内
の
国
立
魚
津
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
跡
地
に
開
校
し
た
。

こ
の
短
期
大
学
校
は
、
職
業
訓
練
法

(現
職

業
能
力
開
発
促
進
法
)
に
基
づ
き
、
雇
用
促
進

事
業
団
が
設
立
し
た
も
の
(
労
働
省
の
所
管
)

で
、
東
京
に
次
い
で
全
国
で

2
番
目
の
開
校
で

あ
っ
た
。
総
合
高
等
訓
練
校
を
廃
止
し
、
よ
り

高
度
な
技
能
者
を
養
成
す
る
職
業
訓
練
短
期
大

〈
昭
和
灯
年
〉

4
月

・
第
1
次
魚
津
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
市
長
に
清

河
七
良
氏
当
選

日
月

・
古
鹿
熊
部
落
の
ロ
世
帯
弥
源
寺
に
移
転

〈
昭
和
総
年
〉

8
月

・
市
行
政
組
織
機
構
を
改
正
、
三
部
(
総

務
部
、
民
生
経
済
部
、
建
設
部
)
一
室

(
企
画
広
報
室
)

日
月

・
歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

〈
昭
和
何
年
〉

3
月

・
北
陸
自
動
車
道
魚
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
決
定
(
印
回

・
石
垣
地
内
)

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
完
成

5
月

・
母
子
寮
完
成

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

8
月

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

〈
昭
和
田
年
〉

7
月

・
市
営
野
球
場
完
成
(現
天
神
山
野
球
場
)



平成4年 3月一……一…一一……一…一一一
学
校
の
新
設
を
進
め
て
い
た
労
働
省
に
対
し
、

魚
津
市
は
、
熱
心
な
誘
致
運
動
を
行
つ
て
の
開

校
で
あ
っ
た
。

松
下
電
子
工
業
の
工
場
進
出

昭
和
的
年
1
月
口
日
、
中
沖
富
山
県
知
事
の

立
ち
合
い
の
も
と
、
松
下
電
子
工
業
(
株
)
と
魚

津
市
の
間
で
、
魚
津
工
場
建
設
の
調
印
が
行
わ

れ
た
。

松
下
電
子
工
業
は
、
大
阪
府
高
槻
市
に
本
社

が
あ
る
半
導
体
、
集
積
回
路
を
生
産
す
る
大
手

メ
ー
カ
ー
。
本
社
工
場
の
ほ
か
、
長
岡
京

・
新

井

・
宇
都
宮

・
岡
山
に
工
場
を
持
つ
。

魚
津
工
場
は
、
天
神
地
区
東
山
地
内
の
叩
万

鵠

友

好

広報うあ、づ

チ
ェ
ン
マ
イ
市
(
タ
イ
)
と

友
好
親
善
都
市
の
提
携

『
日
本
国
富
山
県
魚
津
市
と
タ
イ
王
国
チ
ヱ

ン
マ
イ
県
チ
ェ
ン
マ
イ
市
は
、
教
育
・
文
化
・

産
業
・
経
済
な
ど
各
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通

じ
て
両
市
間
の
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
も

っ
て
両
国
の
親
善
に
寄
与
し
、
ひ
い
て
は
世
界

の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
希
求
し
、

こ
こ
に
友
好
親
善
都
市
と
し
て
提
携
す
る
こ
と

を
盟
約
す
る
』

(

盟

約

書

)

平
成
元
年
8
月
8
日
、
チ

ェ
ン
マ
イ
市
と
の

間
で
友
好
親
善
都
市
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。

タ
イ
王
国
の
都
市
と
友
好
親
善
都
市
の
関
係

を
結
ん
だ
の
は
全
国
で
魚
津
市
が
初
め
て
で
あ

(3) 

耐
の
用
地
に

4
棟

8
工
場
を
建
設
す
る
計
画
が

出
さ
れ
た

昭
和
問
年

9
月
、
松
下
電
子
工
業
が
生
産
拡

大
の
た
め
工
場
建
設
用
地
の
立
地
調
査
を
し
て

お
り
富
山
県
に
も
そ
の
基
礎
調
査
に
来
て
い
る

と
の
情
報
が
入
っ
た
。

こ
の
情
報
を
受
け
た
魚

津
市
は
、
早
速
、
誘
致
運
動
に
乗
り
出
し
た
。

魚
津
市
は
、
昭
和
幻
年
に
「
商
工
業
振
興
条
例
」

(企
業
用
地
の
取
得
に
対
す
る
助
成
、
融
資
の

あ
っ
せ
ん
、
利
子
補
給
な
ど
を
行
う
)
を
策
定

し
、
企
業
の
育
成
と
誘
致
に
努
め
て
い
た
。
ま

た
、
松
下
電
子
工
業
の
誘
致
は
凶
年
来
の
悲
願

で
も
あ

っ
た
。
(
凶
年
前
の
工
場
建
設
に
際
し
、

新
潟
県
新
井
市
と
魚
津
市
が
競
合
、
新
井
市
に

建
設
が
決
定
し
た
。)

親

善

都

市

の

市
長
は
じ
め
市
関
係
者
は
、
何
度
も
本
社
に

足
を
運
ん
だ
。
ま
た
、
県
に
も
協
力
を
依
頼
し

た
。

こ
の
依
頼
に
応
え
、
中
沖
知
事
を
は
じ
め

関
係
者
も
魚
津
市
へ
の
進
出
を
要
請
す
る
た
め

本
社
へ
出
か
け
て
い
る
。

新
潟
県
長
岡
市
と
島
根
県
出
雲
市
が
最
終
的

に
魚
津
市
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
が
①
純
度
の

高
い
水
が
豊
富
に
あ
る
②
電
力
送
電
工
事
が
比

較
的
容
易
で
あ
る
③
地
震
が
少
な
い
と
い
っ
た

結
論
か
ら
、
昭
和
田
年
ロ
月
初
日
、
魚
津
市
へ

の
進
出
が
決
定
し
た
。

魚
津
工
場
は
、
現
在
従
業
員

1
5
0
0
人
(平

成
4
年
1
月

1
日
現
在

)
A
棟、

B
棟、

C
棟

が
完
成
操
業
し
て
お
り
、
マ
イ
コ
ン
や
メ
モ
リ

ー
な
ど
月
産

1
8
0
0
万
個
を
生
産
し
て
い
る
。

提

携

っ
た
。

魚
津
市
は
、
以
前
か
ら
、
国
際
化
時
代
の
中

に
あ

っ
て
身
近
な
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
問
で
、
友

好
関
係
を
築
き
た
い
と
の
希
望
を
持
っ
て
い
た
。

昭
和
臼
年

7
月
、
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市

で
工
場
建
設
を
進
め
て
い
た
市
内
の
企
業
か
ら

チ
ェ

ン
マ
イ
市
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
は
ど
う

か
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。

魚
津
市
は
、
①
国
際
交
流
は
社
会
全
体
の
流

れ
で
あ
る
②
チ
ェ
ン
マ
イ
市
は
、
人
種
的
対
立

も
な
く
政
治
的
に
安
定
し
て
い
る
、
な
ど
か
ら

チ
ェ
ン
マ
イ
市
と
の
友
好
関
係
の
樹
立
を
め
ざ

す
こ
と
に
し
た
。

翌
8
月
。
同
社
に
そ
の
旨
を
-記
し
た
魚
津
市

長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
チ
ェ
ン
マ
イ
市
長
に
届
け

(次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
¥
)

日
月

・
総
合
体
育
館
完
成

・
市
の
花
か
の
こ
ゆ
り
、
市
の
花
木

つ
つ
じ
、
市
の
木
ま
つ
を
指
定

〈
昭
和
引
年
〉

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙

河
七
良
氏
再
選

8
月

・
豪
雨
災
害
発
生

(被
害
日
億
円
)
市
長
に
清

〈
昭
和
白
年
〉

4
月

・
松
倉
小
学
校
坪
野
分
校
、
独
立
校
坪
野

小
学
校
に
な
る

7
月

・
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
施

設
完
成

〈
昭
和
田
年
〉

4
月

・
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
開
校

〈
昭
和
則
例
年
〉

4
月

・
室
内
温
水
プ

l
ル
完
成

9
月

・
東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
施

設
完
成

〈
昭
和
田
年
〉

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙

河
七
良
氏
三
選

・
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
開
校

9
月

・
人
口

5
万
人
(
住
民
登
録
)
を
突
破

市
長
に
清

〈
昭
和
町
年
〉

3
月

・
市
議
会
議
員
の
定
数
削
減
条
例
を
可
決

(
初
名
↓
お
名
)

4
月

・
霊
気
楼

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

・
新
水
族
館
完
成



(4) 

(
〆
前
ペ
ー
ジ
か
ら
)

て
も
ら
っ
た
。
チ
ェ
ン
マ
イ
市
で
は
、
す
ぐ
様

議
会
を
招
集
し
、
魚
津
市
の
申
し
出
を
受
け
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

9
月
辺
日
に
、
そ
の
正
式

な
返
事
(
了
承
す
る
旨
)
が
届
い
た
。

同
年
叩
月
の
魚
津
市
青
年

・
壮
年
海
外
派
遣

研
修
団

・
平
成
元
年
2
月
の
市
長
一
行
の
訪
問

は
、
友
好
親
善
都
市
提
携
へ
の
気
運
を
一
層
盛

り
上
げ
た
。

平
成
元
年
8
月

7
日
、
タ
ン
ト
ラ
ノ
ン
ト
市

長
を
団
長
と
す
る
チ
ェ
ン
マ
イ
市
代
表
団

(
8

名
)
が
魚
津
に
到
着
し
、
翌
日
、
調
印
が
行
わ

れ
た
。

現
在
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
か
ら
の
留
学
生
の

受
け
入
れ
、
親
善
訪
問
団
の
派
遣
な
ど
の
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

広報うあ、づ欄欄関側関糊欄闘関関側関関側関欄欄闘関欄関関関欄悶悶悶悶悶悶闘関嚇樹齢平成 4年 3月

井
原
市
(
岡
山
県
)
と

友
好
親
善
都
市
の
提
携

『岡
山
県
井
原
市
と
富
山
県
魚
津
市
は
、
産

業
・
経
済
・
教
育
・
文
化
の
交
流
に
よ
り
、
相

互
の
理
解
と
友
好
親
善
を
深
め
る
と
と
も
に
、

活
力
と
希
望
に
満
ち
た
文
化
の
香
り
高
い
近
代

都
市
の
建
設
に
寄
与
す
る
こ
と
を
念
願
し
、
こ

こ
に
市
制
羽
周
年
を
記
念
し
、
両
市
の
友
好
親

善
都
市
の
提
携
を
盟
約
す
る
』

(

盟
約
書
)

昭
和
町
年
8
月
6
日
。
井
原
市
と
の
間
で
友

好
親
善
都
市
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。

a

v

-

-

a

v

 

魚
津
市
と
井
原
市
の
交
流
は
、
昭
和
的
年
に

魚
津
市
の
青
年
団
が
井
原
市
を
訪
問
し
た
こ
と

魚
津
市
の
新
し
い

グ顔
4

桃
山
運
動
公
園
の
整
備

桃
山
運
動
公
園
は
、
昭
和
田
年
に
市
制
ぬ
周

年
を
-
記
念
し
て
計
画
さ
れ
た
。
総
面
積
お
・
9

h

の
敷
地
(
出
字
桃
山
)
に
、
野
球
場

・
陸
上
競

技
場

・
多
目
的
広
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
体
育

館
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
キ
ャ
ン
プ
場

・
果

樹
園

・
ト
リ
ム
コ
ー
ス

・
展
望
台

・
芝
生
広
場

な
ど
の
公
園
施
設
を
整
備
す
る
。

昭
和
臼
年
度
か
ら
野
球
場
の
建
設
工
事
が
始

ま
り
、
昭
和
臼
年
叩
月
に
は
、
本
格
的
硬
式
野
球

場
「
桃
山
野
球
場
」
が
完
成
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
1

3
、
0
1
0
肘
(
(
芝
生
8

5
5
0
M
)
、
両
翼
幻

m
、
セ
ン
タ
ー
1
2
2
m
、

総
事
業
費
8
億
4
8
0
0
万
円
。

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
2
階
建
。
事
務
所
、
放
送
室

・
会
議
室

・
更

衣
室
な
ど
が
あ
り
、
ス
タ
ン
ド
階

(
児
段
)
に

は
2
3
7
5
人
の
観
客
を
収
容
で
き
る
。
内
野

ス
タ
ン
ド
に
は

2
6
3
8
人
、
外
野
芝
ス
タ
ン

ド
に
は

3
2
3
3
人
の
観
客
を
収
容
で
き
る
。

叩
月
刊
日
に
は
、
完
成
記
念
と
し
て
、
プ
ロ
野

球
イ
ー
ス
タ
ン
リ

l
グ
オ
ー
プ
ン
戦

「
西
武
」

対
「
ヤ
ク
ル
ト
」
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
臼
年
に
は
、
ラ
パ

l
フ
ェ
ン
ス
へ
の
張

り
替
え
工
事
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
臼
年
度
か
ら
は
、
多
目
的
広
場
と
陸
上

競
技
場
の
造
成
工
事
が
行
わ
れ
た
。
平
成
2
年

度
か
ら
「
桃
山
陸
上
競
技
場
」
の
建
設
が
進
め

か
ら
始
ま

っ
て

い
る
。
翌
年
に
は
井
原
市
の
青

年
団
が
魚
津
市
を
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
印
年
こ
ろ
か
ら
は
、
両
市
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
ジ

ー
ン
ズ
製
品
の
取
引
の
あ

っ
た
会
員
同
士
が
友

好
の
僑
渡
し
と
な
っ
た
も
の
で
、
物
産
展
を
開
催

し
合
っ
た
り
、
特
産
品
の
交
換
を
行
う
な
ど
の
交

流
が
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
問
年
8
月
に
は
、
両

市
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
姉
妹
提
携
を
結
ん
だ
。

魚
津
市
と
井
原
市
の
友
好
関
係
は
、
市
民
団

体
が
引

っ
ぱ
る
よ
う
に
し
て
築
い
て
き
た
も
の

だ
が
、
市
制
初
周
年
を
迎
え
た
昭
和
町
年
、
両

市
間
で
友
好
親
善
都
市
の
関
係
が
結
ぼ
れ
た
。

小

・
中
学
生
の
相
互
派
遣
、
市
役
所
職
員
の

研
修
な
ど
幅
広
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

つ
く
り

ら
れ
、
平
成
3
年
叩
月
に
完
成
し
た
。
総
事
業

費
叩
億
4
2
0
0
万
円
。
日
月
刊
日
に
式
典
と

完
成
記
念
の
か
引
市
民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
が
行
わ
れ
た
。

桃
山
陸
上
競
技
場
は
、
日
本
陸
上
競
技
連
想

が
公
認
す
る
か
第
2
種
公
認
陸
上
競
技
場
。
で
、

県
内
で
は

2
番
目
の
完
成
に
な
る
。
-
周
4

0

0
m
・
8
コ
ー
ス
の
ト
ラ

ッ
ク
は
、
国
立
競
技

場
(
東
京
都
)
と
同
じ

n
ノ
ン
チ

ッ
プ
工
法
。

で
仕
上
げ
ら
れ
た
全
天
候
型
の
ウ
レ
タ
ン
ト
ラ

ッ
ク
。
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
緑
鮮
や
か
な
芝
生
で

覆
わ
れ
、
横
1
0
7
m
、
縦
九

m
と
広
く
、
ラ

グ
ビ
ー
や
サ

ッ
カ
ー
の
試
合
に
も
使
用
で
き
る
。

平
成
ロ
年
に
開
催
さ
れ
る
富
山
国
体
で
は
、
ラ

グ
ビ
ー
の
メ
イ
ン
会
場
に
な
る
。

〈
昭
和
田
年
〉

4
月

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
ラ
ン
ド
完
成

8
月

・
吉
田
忠
雄
、
吉
田
久
松
両
氏
名
誉
市
民
に

・
岡
山
県
井
原
市
と
友
好
親
善
都
市
提
携

〈
昭
和
田
年
〉

7
月

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
プ
ー
ル
完
成

ロ
月

・
北
陸
自
動
車
道
魚
津
|
朝
日
間
開
通

〈
昭
和
臼
年
〉

1
月

・
松
下
電
子
工
業
(
株
)
と
誘
致
調
印

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
市
長
に
清

河
七
良
氏
四
選

〈
昭
和
印
年
〉

2
月

・
松
下
電
子
工
業
(
株
)
魚
津
工
場
が
操
業

開
始

〈
昭
和
引
年
〉

4
月

・
第
2
次
魚
津
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

・
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

6
月

・
環
境
庁
「
あ
お
ぞ
ら
の
街
」
に
選
定

〈
昭
和
白
年
〉

8
月

・
第
1
回
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球
大
会

開
催

(
8
チ
ー
ム
参
加
)

日
月

・
桃
山
野
球
場
完
成
(
記
念
試
合
イ

l
ス

タ
ン
リ
ー
グ
戦
「
西
部
」
対
「
ヤ
ク
ル
ト
」

.
吉
田
記
念
市
立
郷
土
館
完
成

〈
昭
和
臼
年
〉

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙

河
七
良
氏
五
選

市
長
に
清
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埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l
ク

整
備
事
業

魚
津
市
の
海
岸
は
、
「
埋
没
林
」
「
ホ
タ
ル

イ
カ
群
遊
海
面
」
と
い
っ
た
国
の
特
別
天
然
記

念
物
や
「
霊
気
楼
」
な
ど
の
特
異
な
自
然
現
象

が
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

魚
津
市
で
は
、
こ
の
海
岸
全
域
を
や
す
ら
ぎ

と
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
快
適
で
魅
力
の
あ
る

所
に
し
よ
う
と
昭
和
臼
年
3
月
に

H

魚
津
市
海

岸
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。
を
策
定

し
た
。

こ
れ
は
、
海
岸
全
域
を
「
し
ん
き
ろ
う

ロ
ー
ド
ゾ

l
ン
」
「
埋
没
林
周
辺
ゾ
ー
ン
」
「
総

合
公
園
周
辺
ゾ

l
ン
」
の
3
つ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
形
態
や
特
性
を
活
か
し
た
整
備
を
進
め

よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l
ク
整
備
事
業
は

(5) 

と
こ
ろ

魚
津
市
民
会
館

大
ホ

I
ル

魚
津

4
月
鈎
日
(
み
ど
り
の
日
)
午
前
日
時
l

桃
山
陸
上
競
技
場

こ
の
プ
ラ
ン
の
中
の
「
埋
没
林
周
辺
ゾ

l
ン」

の
整
備
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
平
成
元
年

に
計
画
さ
れ
た
。

埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
整
備
事
業
は
、

H

埋
没
林
。
と
か
畳
気
楼
。
を
基
本
テ

i
マ
と

し
、
老
朽
化
が
著
し
い

H

埋
没
林
館
の
全
面
改

築
。
と
か
特
別
天
然
記
念
物
指
定
地
と
霊
気
楼

展
望
地
点

一
帯
の
公
園
化
。
を
行
う
も
の
で
、

平
成

3
年
3
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
今
年
4

月
に
は
完
成
す
る
。

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
核
と
な
る

「特
別
天

然
記
念
物
、
魚
津
埋
没
林
博
物
館
」
は
、
保
存

館
3
棟

(
1
1
3
号
館
)、
テ
ー
マ
館
、
管
理
棟

か
ら
成
る
。
旧
保
存
館
2
棟
を

「
た
て
も
ん
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
三
角
形
の
建
物
に
改
築
し
、

保
存
1
号
館
、
保
存
2
号
館
と
す
る
。
新
し
く
建

設
し
た
保
存
3
号
館
は
、
地
下
1
階
の
ド
ー
ム

状
の
建
物
で
、
中
に
平
成
元
年
に
発
掘
し
た
埋

没
林
口
株
を
発
掘
時
の
ま
ま
の
状
態
で
展
示
す

る
。
テ
ー
マ
館
は
、

3
階
建
て
、
埋
没
林
の
巨

大
杉
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
高
さ

ω
mの
円
錐
形
の

建
物
で
あ
る
。

2
階
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
シ
ア
タ
ー

に

「
霊
気
楼
発
生
装
置
」
を
設
置
し
た
。

い
ま
巴
|
白
な

一N-
3
マ
が
は
い
)
ま
否

市
制
仰
周
年
記
念
事
業

と

き

4
月
4
日
(
土
)

午
前
叩
時
f
〉

広報うあ、づ

4 
月

0
水
仙
ま
つ
り

(
花
見
ま
つ
り
と
即
売
会
)

4
月
げ
日
(
金
)
午
前
日
時
i

西
布
施
小
学
校
教
室

と

主

」

と
こ
ろ

O
緑
の
感
謝
祭

と

き

4
月
鈎
日
(
み
ど
り
の
日
)
午
後
ロ
時
ぬ
分
i

と

こ

ろ

桃

山

運

動

公

園

中

央

広

場

A
K

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

.
郷
土
芸
能

食
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

-
大
鍋
、
お
に
ぎ
り
、
草
も
ち
、
抽
選
会
な
ど

※
そ
の
他
、
多
彩
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

と

き

シ
」
こ
人
J

0
し
ん
き
ろ
う

ロ
l
ド
レ
!
ス
大
会

と

魚 4
津月
水 26
族日
館午守
を前こ
発ー10 
着時
ス
タ

き

と
こ
ろ

叩
月

・
川
の
瀬
浄
化
セ

ン
タ
ー
完
成

(平
成
元

年
4
月
供
用
開
始
)

ロ
月

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
着
工

〈
平
成
元
年
〉

4
月

・
市
役
所
第
2
・
第
4
土
曜
閉
庁
実
施

7
月

・
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
発
掘
調

査
開
始

(i
日
月
初
日
)

8
月

・
タ
イ
王
国
チ
ェ

ン
マ
イ
市
と
友
好
親
善

都
市
提
携

日
月

・
市
の
面
積
2
0
0
・
日
凶
に
改
定

〈
平
成

2
年
〉

1
月

・
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
凄
凄
と」

放
映
決
定
、
魚
津
ロ
ケ
開
始

3
月

・
天
神
山
野
球
場
に
夜
間
照
明
施
設
完
成

4
月

・

「
凄
凄
と
」
放
映
開
始

5
月

・
霊
気
楼
発
生
装
置
開
発

8
月

・
「ふ
る
さ
と
を
語
る
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

9
月

・
保
健
文
化
賞
を
受
賞

〈
平
成

3
年
〉

4
月

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
ラ
ン
ド
に
大
観
覧
車
登

場
・
沌
滝
と
や
ま
の
滝
幻
選
に
選
定

6
月

・
2
0
0
0
年
富
山
国
体
の
魚
津
市
開
催

種
目
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

軟
式
野
球
に
決
ま
る

日
月

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

一
部
区
域

で
処
理
開
始

・
桃
山
陸
上
競
技
場
完
成
(
市
民
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
)

日
月

・
新
川
広
域
農
道
魚
津
区
間
6
・
6
M
開

通
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下
水
道
の
整
備
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

市
で
は
、
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
に
よ
り
、
下
水
道
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
利
益
を
受
け
る
方
に
、
事
業
費
の

一部
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

~ 
..x. 

要
で
す

受
益
者
と
は
、
原
則
と
し
て
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
区
域
内
の
土
地
所

有
者
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権
者

や
借
地
権
者
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の

権
利
者
が
受
益
者
に
な
り
ま
す
。

そ
の
土
地
に
家
屋
が
建

っ
て
い
る

場
合
は
、
家
屋
の
所
有
者
が
受
益
者

に
な
り
ま
す
。

(
借
家
人
は
受
益
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
)

こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
状
況
に
よ

っ
て
受
益
者
が
決
ま
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
は
公
簿
に
よ
っ
て

確
認
で
き
ま
す
が
、
市
で
は
、
地
上

権
者
や
借
地
権
者
な
ど
が
い
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
受
益
者
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
、
申
告
制
を
と
り
、
み
な

さ
ん
に
申
告
書
の
記
入
、
提
出
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

3 平
成
4
年
度
賦
課
予
定
地
域
へ
の

申
告
書
は
、

3
月
上
旬
に
土
地
の
所

有
者
に
送
付
し
ま
す
。

3
月
中
旬
か

ら
は
、
申
告
書
の
記
載
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

申
告
書
を
持
参
し
、
参
加
し
て
く
だ

去』い
。

特
に
、
そ
の
土
地
に
権
利
者
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
申
告
さ
れ
な
い
と

土
地
所
有
者
に
負
担
金
が
課
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

開
催
日
時
・
会
場
は
各
町
内
会
長

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下

水

道

相

談

水
洗
化
工
事
の
実
施
や
費
用
、
受

益
者
負
担
金
、
使
用
料
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
市
下
水
道
課
ま

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
a
-
-

一

受
益
者

一

負
担
金
制
度

一
下
水
道
は
、
道
路
な
ど
の
公

一
施
設
と
違
い
、
利
益
を
受
け
る

一

(
下
水
道
を
使
用
で
き
る
人

l

一
益
者
)
が
限
ら
れ
ま
す
。

一
下
水
道
事
業
を
す
べ
て
国
の

一
助
金
や
市
税
な
ど
で
行
う
と
、

一
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

一
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

一
な
り
、
不
公
平
に
な
り
ま
す
。

一
そ
こ
で
、

「負
担
の
公
平
」
と

一
「
財
源
の
確
保
」
の
た
め
、
受
益

一
者
に
事
業
費
の
一

部
を
負
担
し
て

一
い
た
だ
き
、

早
く
下
水
道
を
整
備

一
し
よ
う
と
す
る
の
が
受
益
者
負
担

一
金
の
制
度
で
す
。

一
受
益
者
負
担
金
は
、
汚
水
の
処

一
理
が
可
能
に
な
る
区
域
の
事
業
の

一
進
み
具
合
に
応
じ
て
賦
課
し
て
い

一
き
ま
す
。

一
1
附

4
3
0
円

負
担
金
額
は
、
処
理
対
象
区
域

一の
土
地
に
対
し
て
、
一
川
当
た

4
3
0
円
を
掛
け
て
算
出
し
ま

r
i
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1」

あ
な
た
で
す
/
明
日
の
魚
津
を
つ
く
る
の
は

4
月
間
日
(
日
)
は

魚
津
市
議
会
議
員

選
挙

魚

津

市

長
の
投
票
日
で
す

み
ん
な
揃
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

O
立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

3
月
お
日
(
水
プ

時

間

午

後

1
時
初
分
j

場
所
魚
津
市
役
所
3
階
大
会
議
室

刀ミ

O
止
口

日

4 
月
19 
日

日

O
選
挙
人
名
簿
縦
覧

4
月
四
日
(
日
)
j
m
日
(
月
)

百
フ王之

。
投

日

4
月
お
日
(
日
)

時
間

午
前
7
時
j
午
後
6
時
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の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る

活
か
世
間
同
資
源
応
・
.. 

ア進

サ
イ
ク
ル

捨
て

税
金
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

¥
l

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
や

f
|
|
名
儀
変
更
は

3
月
末
ま
で
に

缶
に
は
、
ア
ル
ミ
で
で
き
て
い

る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
ル

ミ
の
原
料
は
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
で
す

が
、
日
本
は
、
こ
の
ボ
ー
キ
サ
イ

ト
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
は
、
資
源
保
護
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア

ル
ミ
を
作
る
の
に
比
べ

3
%
の
電

力
で
消
み
ま
す
か
ら
省
エ
ネ
に
も

役
立
ち
ま
す
。

路
上
や
公
園
な
ど
で
、
空
缶
が

無
造
作
に
捨
て
ら
れ
、
散
乱
し
て

い
る
の
が
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
行
為
は
、
私
た
ち
が
住

む
町
の
景
観
を
悪
く
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
H

資
源
々
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を

捨
て
る
こ
と
は
、
資
源
を
H

む
だ
々

に
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

現
在
、
地
球
規
模
で

n
資
源
保

護
。
が
強
く
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
限
り
あ
る
資
源
を

も

っ
と
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
リ

ま
せ
ん
。

平
成

3
年
度
市
税
の
納
期
限
は
、

3
月

2
日
で
終
わ
り
ま
す
。

も
う
一
度
納
税
通
知
書
を
調
べ
、

納
め
忘
れ
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
納
税
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

車 種 手続き場所

原付ノ〈イク
市役所

( 1 25c.cまで)

小型特殊自動車
22-2200内線131

ノ、 イ ク

1 25c.cを超える
富山陸運支局

もの
(0764)23-6618 

軽四自動車

富山県
軽自動車協会

(0764) 24 -6420 

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
度
途
中

(
4
月
1
日
1
翌
年
3

月
汎
日
)
で
異
動
が
あ
っ
て
も
、
新

た
に
課
税
さ
れ
た
り
、
還
付
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
廃
車
や
他

人
へ
譲
渡
、
ま
た
、
他
の
市
町
村
へ

移
転
し
た
人
は
、

3
月
訂
日
ま
で
に

必
ず
下
記
の
場
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

便
利
な
納
税
方
法

O

口
座
振
替
制
度
の

ご
利
用
を
グ

闘
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
空
缶
分
別
圧
縮
機

学
校
に
設
置
し
ま
し
た
。
各
校
下

で
行
う
廃
品
回
収
や
ア
ル
ミ
缶
回

収
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
に
も
1
台

常
設
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

町
内
会
や
団
体
で
利
用

し
た
い
場
合
は
、
気

料
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
制
度
を
ご
利
用
に
な
る
と
納

付
の
た
め
の
手
聞
が
省
け
、
し
か
も

安
全
、
確
実
で
す
。
手
続
き
は
、
市

内
の
取
り
引
き
金
融
機
関
へ
飢
金
通

帳
と
届
出
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す

市
で
は
、
空
缶
分
別
圧
納
機
を

口
h
購
入
し
、
市
内
の
全
小

・
中

0
納
税
貯
蓄
組
合
へ
の

加
入
を
グ

平
成

4
年
度
の
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。

固
定
資
産
(
土
地

・
家
屋

・
償
却

資
産
)
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
る
か
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
係
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ

長
」
い
。

3
月
2
日
(
月
)
i
幻
日
(
土
)

納
税
貯
部
組
合
は
、
納
税
の
た
め

の
貯
訴
を
し
よ
う
と
い
う
人
々
が
自

主
的
に
組
織
し
た
団
体
で
す
。

納
税
時
期
に
な

っ
て
納
付
に
凶

っ

た
り
、
納
則
を
忘
れ
て
特
促
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
納
税
貯
必
組
介
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

午
前

8
時
初
分

i
午
後

5
時

ヘ
土
曜
日
(
第
l
・
第

3
)
は
午
後
ロ
J

/
時
初
分
ま
で
。
日
曜
、
祝
祭
日
除
く
」

広報うおづ

問
い
合
わ
せ
先
市
生
活
環
境
課

合
目

1
2
2
0
0内
線

1
4
2

場
所市
税
務
課

資
産
税
係

(7) 



叫畏刊行
ド最
掛
き
起
，
g
主
義
-a害
事
努
義
詩
書
驚
翠
お
ゐ
必
綾
番
悪
憲
章
ま

一
園

珠

山

下

酎

此

れ

、

日

昌
司

、

t
を

わ

ら

、

あ

制

品

川

い

豆

島

が

い

か

，4ιr

4
d

ご

こ

こ

り

J
F

コ
げ
箔

島

情

也

州

川

附

ω
、っ

車問

ヵ

を

た

互

あ

じ

い

.•. 
ぺ

怜

き

す

お

を

知

と

工

比

山

上

一

日

明

、

円

ハ

-

…

魚

津

市

名

誉

市

民

第

1
号
の
工
学

H
W
J

M
い

び

酌

削

j

開

よ

一
博
士
川
原
田
政
太
郎
氏
は
、
明
治
お

幻

揃

い

舵

い

は

ル

札

一
年
(
一
八
九

O
年
)
8
月
7
日
旧
下
野

1
M

M

W

楽

の

ど

」

の

べ

一
方
村
本
江
に
生
ま
れ
、
下
野
方
尋
常

届

離

が

中

子

内

。
神

食

J
t、
魚
津
町
尋
常
高
等
小
学
校

今
仇

苦

人

の

た

は

た

の

を

い

/

+

-mm心
つ
福

し

福

豆

…
を
卒
業
後
、
明
治

ω年
単
身
上
京
し
、

'、

引

で

「

わ

、

ま

、

ナ

い

‘日

dr
収

ま

ら

教

外

い

は

出

…
東
京
有
文

γ中
学
、
早
稲
田
大
学
理

ゐ
ノ

配

児

か

と

は

て

後

数

…
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
た
。

+
小

出

歳

ん

」
鬼

つ

の

の

-
U

3

5

さ

よ

「

わ

き

歳

一

大
正
日
年

(一

九
二
六
年
)
同
大

お
屯

月

ら

母

す

り

ま

ま

の

一
学
教
授
と
な
り
、
昭
和
5
年
(
一
九

ピフ

2

か

保

で

ぶ

ぎ

豆

分

L

児

ん

か

や

自

'

J

三
O
年
)
世
界
最
初
の
テ
レ
ビ
ジ
ヨ

3
2・f'F
gh事重
乱

VHtZE・
g
-
J
U4T友
達
，主

、

川

ン
公
開
実
験
に
成
功
し
た
ほ
か
、
電

い
磁
時
計
な
ど
数
多
く
の
発
明
に
よ
り

鋸
調
抑
制
魁
幽
圃
醐
附
糊
校時
h

U

汁
ぺ

〈

「
発
明
の
人
」
と
呼
ば
れ
た
。

園
E
・
凶
珊
醐
圃
畑
測
械
部
盤

、白

〉

昭
和
お
年
そ
の
発
明
の
功
に
よ
り

潤
掴
週
姐
潤
圃
闇
黙
棋
滋

総

戦

開

削

関

崎

議

戸

一一日

ヘ
/

よ

一
一
藍
綬
褒
章
。
同
ぬ
年
科
学
界
産
業
界
と
、
博
士
の
代
表
的
な
即
興
詩
が
自

111111
111
1
1
1
1
111
11
1111
1

~
に
つ
く
し
た
功
績
に
よ
り
勲
四
等
旭
然
石
に
彫
ら
れ
て
い
る
。

い
日
小
綬
章
を
受
章
。
同
必
年
に
は
市
理
学
博
士
盛
永
俊
太
郎
氏
、
工
学

…
の
名
誉
市
民
に
推
戴
さ
れ
た
。

博
士
字
国
新
太
郎
氏
と
と
も
に
、
「魚

昭
和
回
年
9
月
6
日
幻
歳
で
死
去
津
の
三
太
郎
博
士
」
の
一
人
。

…
さ
れ
た
が
、
平
成
2
年

ロ

月

博

士

誕

生

昨

年

4
月
か
ら
連
載
し
て
き
ま
し

~
百
周
年
を
-記
念
し
て
、
生
誕
地
の
本
た
「
魚
津
の
碑
め
ぐ
り
」
は
、
今
回

川
江
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

を
も
っ
て
終
わ
り
ま
す
。

あ
の
人
ζ
の
ク
h
M
l
フ

観
光

P
R

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(8) 広報うあ、づ
関側側側州内側関欄~~側側州側州側側側…告側蜘欄州側側関側側側欄~'=.-=-"""'''' 平成 4 年 3 月

魚
津
の
碑
め
ぐ
り
:
:
:
⑫

川
原
田
政
太
郎
博
士
顕
彰
碑

..J.-

『
ひ
ま
わ
O
曾』

所
在
地

本

〉工

う
J

ん
で
く
れ
た
る

お
ん
は
絶
対
わ
す
れ
な
い

.つ
う
ま
に
な
っ
た

私
の
う
お
づ

今
固
ま
で
も



蕊
義

5 

慢民

主

i 
J耳

j 
叫……叫掛悼酔ノ

修
セ
ン
タ
ー
で
、
手
づ
く
り
の
案
内

書

・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
も
と
に
、
史

跡
や
観
光
地
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
マ
イ
ク
を
片
手
の
練
習
も

し
て
い
ま
す
。

勉
強
し
た
こ
と
を
気
持
ち
を
こ
め

て
説
明
が
出
来
れ
ば
と
、
い
つ
も
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
で
は
、
魚
津
水
族
館
や
埋
没

林
博
物
館
の
ガ
イ
ド
役
を
か
つ
て
で

て
い
ま
す
。
昨
年
8
月
の
「
魚
津
ま

つ
り
」
に
は
、

J

R
魚
津
駅
前
に
観

光
案
内
所
を
設
け
て
ガ
イ
ド
を
行
い

ま
し
た
。

「
ひ
ま
わ
り
会
」
は

、

昭

和

的

年

今

年

7
月
に
は
、

「
ジ
ャ
パ

ン
エ

〉
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
キ
ス
ポ
富
山
位
」
の
「
観
光
イ
ン
フ

一
て
発
足
し
、
昭
和
臼
年
か
ら
は

市

内

ォ

メ

l
シ
ョ
ン
」
に
参
加
す
る
予
定

川
の
観
光
P
R
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

つ

な
の
で
、
練
習
に
も
一
段
と
気
合
い

川
て
い
ま
す
。

が
入

っ
て
い
ま
す
。
会
員
募
集
中
。

会
員
は
同
名
。
毎
月
1
回
、
第
三

代
表
者
友
道
幸
町
2
1
5
0

い
木
曜
日
午
後
1
時

初

分

か

ら

市

民

研

大

愛

和

歌

子

き

ん

ゆ
甲山気
議
終
と
お
ワ
ス
…今
ち
ゃ
ん
"

J

南
部
拓
也
く
ん

(三
津
夫

・
弘
美

さ
ん
夫
妻
の
三
男
)
宮
津

〉
平
成
2
年
5
月
初
日
生
ま
れ

平成4年 3月一一一一一一……一一一一

1月26日、今年で6回目を迎える 「魚津っ子

雪まつり」が、魚津桃山運動公園で聞かれました。

当日は朝から快晴に恵まれ、5，000人もの親子

連れがありました。

西布施小学校6年大浦祐輔君と同 5年畠山慶

子さんが聖火を点灯した後、吉島小学校6年椿

地祐明君と佐伯有芽さんの元気な宣誓で開幕し

ました。

会場では、ミニボブスレーが人気を集めたほ

か、 雪上ボウリングやムカデ競争のゲーム、 雪

像づくりなどが行われました。

豚汁・ぜんざい ・焼きそばの庖もあり、おい

しそうに食べている親子の姿も見られました。

ーミ

'92f魚津っ子雪まつり」開催

内
山
優
里
香
ち
ゃ
ん

(
恵
一
・
文

枝
き
ん
の
長
女
)
大
光
寺

平
成
2
年
5
月
訂
日
生
ま
れ

広報うおづ

一轡
-v
‘，，

ar・

/令
/

w

・
A

、
、
九
千
¥
//
 /
r
 
t
j
j
'
5
5・
L
E
T
--2
1》

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね
。

《
お
母
さ
ん
の

一
言
》

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育

っ
て
ね

(9) 
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ま
も
な
く
、
新
し
い
学
年
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

今
年
入
学
さ
れ
る
小
学
校
の
児
童
は
的
名
、
中
学

校
生
徒
は
町
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
学
式
・
入
園
式

-
小
学
校

4
月
7
日
(
火
)

布施西Jト坪経道官片本上野方IJ、松上，中品I、住村大
きt-

野田下島貝江 倉 吉木 町 校

小ノj、小ノj、IJ、小 小 小小小 名

H H H H fI H H H H H H H t wl 受
988  9 8 8 9 9 8 9 9 9 9 t寸
H寺時 H寺 H寺 H寺 H寺 H寺 H寺 H寺時 H寺 H寺 H寺 H寺
50 30 30 40 40 10 10 tl-i1 
分分 分分 分 分分

午前 院l

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 liそ寺
式自
30 
分

-
中
学
校

4
月
8
日
(
水
)

-
幼
稚
園

4
月
8
日
(
水
)

O
通
知
小
学
校
の
新
入
学
児
童
(
昭
和

ω

年

4
月

2
日
か
ら
昭
和
白
年
4
月

1

日
生
)
の
保
護
者
あ
て

「
入
学
式
の

通
知
」
を
送
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
新
入
学
生
徒
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
各
小
学
校
長
を
通

じ
て
「
就
学
校
指
定
通
知
」
を
お
届

け
し
て
あ
り
ま
す
。

・
間
合
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課

(E
n
1
2
2
0
0
内
線
制
)

卒
業
式
・
卒
園
式

-
小
学
校

・
中
学
校

・
幼
稚
園

3
月
間
(
水
)

3
月
間
(
木
)

3
月
幻
(
土
)

(大
町

・
経
団
)

各
学
校

・
幼
稚
園

※
ム
f
A

場

現
況
届
の
提
出

農
業
者
年
金

3
月
2
日
f

)

引
日

農
業
者
年
金
現
況
届
は
、
引
き
続

き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
毎
年

1
回

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

O
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
者

た
だ
し
、
次
の
者
は
除
き
ま
す
。

①
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

②
平
成

3
年

4
月

1
日
以
降
に
裁

定
さ
れ
た
者

O
農
業
者
老
齢
年
金
の
受
給
者

た
だ
し
、
次
の
者
は
除
き
ま
す
。

①
経
営
移
譲
年
金
に
か
か
る
現
況

届
を
提
出
す
る
者

②
平
成
3
年

4
月

1
日
以
降
に
裁

定
さ
れ
た
者

。
提
出
・
間
合
先

現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
市
長
及
び
農
業
委
員
会
長
の
証

明
を
受
け
て
、
農
業
者
年
金
基
金
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
た
り
、
遅

れ
た
り
証
明
印
が
な
い
場
合
、
年
金

が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

石
崎
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
魚
津
市

交
通
安
全
協
会
の
理
事
に
就
任
以

来
、
昭
和

M
年
か
ら
ロ
年
間
は
交

通
指
導
員
協
議
会
の
会
長
と
し
て

運
営
と
指
導
員
の
育
成
に
貢
献
さ

れ
、
昭
和
的
年
に
は
、
同
協
会
と

魚
津
自
家
用
車
協
会
、
魚
津
市
交

通
対
策
協
議
会
を
一
つ
に
ま
と
め
、

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー
設
立
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
年

5
月
か
ら
は
、
同
セ

ン
タ
ー
の
副
会
長
と
し
て
交
通
安

全
思
想
の
普
及
と
事
故
防
止
に
尽

く
す
な
ど
、
大
き
な
功
積
を
残
し

て
い
ま
す
。

石
崎
由
夫
さ
ん
が
受
賞

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
賞

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー
副
会
長

の
石
崎
由
夫
さ
ん

l
岡
市
大
海
寺

野
、
石
崎
産
業
会
長

1
が、

笹
察

庁
長
官
表
彰
の
交
通
栄
誉
章
緑
十

字
金
賞
に
輝
き
、

1
月
幻
日
に
東

京
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
た
交

通
安
全
協
会
中
央
大
会
で
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

官会烹p;ヘく
お割以。
|稚魚2万尾を放流|

午前10時30分~3月15日(日)

鴨川、地鉄高架線下地先

(主催 :鴨川にもサケを呼ぶ会)

昨年の稚魚放流風景



平成 4 年 3月一一一一一一一一一一~~~~

初
歳
以
上
の

お
済
み
で
す
か

写
真
書
換
え

雇
用
主
の
方
ヘ

学
生
の
皆
さ
ん
ヘ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
制
度

危
険
物
取
扱
者
免
状

消
防
設
備
士
免
状

卒
業
後
の
国
民
年
金

高
年
齢
者

-
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は

生
活
排
水

(
台
所
、
ふ
ろ
、
ト

イ
レ
等
の
排
水
)
を
併
せ
て
処
理

す
る
浄
化
槽
で
、
公
共
下
水
処
理

場
か
ら
の
排
水
と
同
程
度
に
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
対
象
地
域

魚
津
市
全
域

た
だ
し
、
次
の
①
、
②
の
対
象

地
区
は
除
き
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
事
業

②
農
村
集
落
排
水
事
業

・
補
助
金
の
申
請

補
助
金
の
申
請
は
、
必
ず
設
置

前
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
以

前
に
着
工
さ
れ
る
と
補
助
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額
は
上
図
の
と
お
り
0

・
間
合
先

市
生
活
環
境
課

(
包

幻

|
2
2
0
0
内
線
凶
)

昨
年
4
月

1
日
か
ら
初
歳
以
上
の

学
生
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
当
然
加

人
と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
の
際
に

は
次
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

-
会
社
に
就
職
し
た
と
き

国
民
年
金
資
格
喪
失
届

(
年
金
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。)

※
自
営
業
や
家
事
手
伝
い
、
修
士

・

博
士
課
程
へ
進
む
と
き
は
手
続
不
要
。

・
住
所
が
移
動
し
た
と
き

卒
業
後
就
職
な
ど
に
よ
っ
て
住
所

を
変
更
す
る
と
き
、
住
民
票
の
異
動

届
と
同
時
に
国
民
年
金
の
手
続
き
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
間
合
先

市
民
課
年
金
係

(2
n

ー

2
2
0
0
内
線
川
)

雇
用
奨
励
金
制
度

昭
和
幻
年

3
月
引
日
以
前
に
交
付

さ
れ
た
免
状
に
つ
い
て
は
、
経
過
措

置
と
し
て
平
成
4
年
3
月
汎
日
ま
で

に
写
真
の
貼
り
替
え
(
写
真
書
換
え
)

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
手
続
き
の
お
済
み
で
な
い

方
は
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
元

年
4
月

1
日
か
ら
免
状
の
写
真
書
替

え
制
度
が
新
設
さ
れ
、
危
険
物
取
扱

者

・
消
防
設
備
士
の
免
状
に
つ
い
て

は
、
凶
年
に

l
回
の
写
真
の
貼
り
替

え
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
間
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

(E
M
1
0
2
9
5
)
 

高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
を
は
か

る
た
め
、
市
内
に
一
年
以
上
居
住
す

る
日
歳
以
上
白
歳
未
満
の
高
年
齢
者

を
、
あ
ら
た
に
常
用
雇
用
さ
れ
た
事

業
主
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

人槽区分
補助金単価限度額

(一基につき )

5人槽 339，000円

6-7人槽 494，000円

8 -10人槽 854，000円

11-20人槽 1，895，000円

21-30人槽 3，357，000円

31-50人槽 4，429，000円

心
身
障
害
者

雇
用
奨
励
金
制
度

心
身
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
を
は

か
る
た
め
、
あ
ら
た
に
常
用
雇
用
さ

れ
た
事
業
主
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

-
間
合
先

市
商
工
観
光
課

(g
nー

2
2
0
0
内
線
刊

)

iご寄付ありガとう

ヌ烹熟k漂 」」収:友友.た友友たた友友友.;:::::吠汁.::子♂什:::.立子然::::.ト.

[>善意銀行へ

勤労青少年ホーム友の会

笠木文明本江

紙谷一郎村木町

小林之夫新宿

照顕寺本町一丁目

宮島由一上口二丁目

岸本光司本江

黒田一男港町

本田広作袋

備)魚津銀金吉島

辻 寿範上口一丁目

魚津海洋スポーツ協会

会長深川利義

石崎宗治上口二丁目

碓井幹雄友道

上口保育園職員一同

杉原紀夫末広町

守谷 健新宿

浦島 弘大光寺

故高橋喜一 宮津

真成寺、長教寺寒修行

j賓川相[1ー北鬼江

里崎 寛浅生

高木哲夫三ケ

有沢武雄本町二丁目

友田道治新角川二丁目

三井馨男島尻

吉倉和茂湯上

野村幸男立石

b市広報送付謝礼として
成瀬俊雄東京都港区

報テレホンサービスfi22-3600

.キャプテン ・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン ・サービス (魚津公共

職業安定所)男子(月一木)

女子(金~土)fi24-8841 

・税務テレホン ・サービス (税務相談

室富山分室) fi0764-31-9222 

・健康テレホン ・サービス (県保険医

協会) fi0764-42-0003 

3月のテーマ
(月) 円形脱毛症

(刈乳幼児の誤飲

(水) 貧血を起こす子宮筋腫

休) ヲ|っ越しで歯医者を替えるとき

幽パーキンソン病

(土・日) カラオケポリープ

2，060円

100，000円

200，000円

50，000円

35，000円

50，000円

100，000円

50，000円

50，000円

5，000円

50，000円

50，000円

30，000円

50，000円

4，100円

30，000円

50，000円

30，000円

30，000円

43，450円

50，000円

50，000円

30，000円

5，000円

10，000円

100，000円

30，000円

5，000円

10，000円

広報うおづ、1''1
 
1
 
(
 



(12) 

3月の日曜開館 C 
8日・ 22日 C 

翌日月曜日は休館ですζ

一一一館ら

日
豊
富
!
叩

附
図
戸
一
日

広報うあ、づ一一一一一一一一……一一欄…平成4年 3月
一
冊
の
興
奮

一
冊
の
感
動
:
・
⑫

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

解

体

新

書

百

目

鬼

恭

三
郎

若
・賞

制

へ

の

挑

戦

蔵

前

忠

満

乱

の

女

永

畑

道

子

年
を
と
る
の
も
悪
く
な
い藤
固
ま
こ
と

嫁

と

姑

は

名

優

た

れ

斉

藤

茂

太

幻
世
紀
へ
の
出
撃

落

合

信

彦

パ
カ
に
つ
け
る
薬
(新

・
養
生
訓
)

高

須

克

弥

ア
ジ
ア
輸
入
食
品
汚
染
田

坂

興

亜

お

ん

な

学

事

始

井

上

章

一

〈
文
学
・
小
説
〉

涼

州

賦

藤

水

名

子

生

々

死

々

野

間

宏

人

を

見

る

自

諸

井

燕

我

が

月

は

緑

上

下

今

日

泊

亜

蘭

人

生

の

同

伴

者

遠

藤

周

作

於

大

と

信

長

千

草

子

女

・
恐

怖

物

語

生

島

治

郎

峠

の

声

伊

集

院

静

¥
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

/
-
j

i
l
l
-
-
J
3月
の
お
し
ら
せ
、

3
日
(
火
)

映
画
一旦
象
武
勇
伝

叩
日
(
火
)

工

作
お
り
が
み
絵
あ
そ
び

マ

大

給

因

子

様

(

江

口

)

げ
日
(
火
)

映
画

マ

津

田

三

郎

様

(

小
矢

部

市

)

社

子

春

司
川
州
ー恥
〕
む
」
μ
日
(
火
)
工
作

112川げ
I
h-
-
lMト
い

ド

!

し

は

り
絵
き
ん
ぎ
よ

会

と

き

3
月
日
日
(水
)

時

間

午

後

4

時

1

4

時

初

分

午
後
l
時
却
分

i

対

象

幼

児

l
小
学
生

BAω

大
好
き

本
江
小
学
校

6
年

日

々

の

こ

と

古

本

ば

な

な

〈
富
山
の
本
〉

も
う
ひ
と
り
の
わ
た
した
も
う
ま
と
か

立
山
連
峰
誌

料

(
従
刻
版
)

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
ど
ん
な
本
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
?

女

兼

「三
角
」「
似
る
」

「雑
詠
」
二
旬
づ
っ

脇

坂

正

夢

先

生

題

助
言
者

萩

原

慎

也

く

ん

(
右
)

「
織
田
信
長
」
の
伝
記
で
、
歴
史
が

わ
か

っ
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
。

グ) .， 
戦三
い 国
が 志
お 」

もで
し諸i
ろ葛24Z
か干し~ Tロ
つ日月合 く
たと ん
。ヲ高

世 )

善;j(ぃ"，_，.， 

佐
々
木

r::司
昌

圭

宏

く

ん

(
左
)

「
水
漏
伝
」
で
梁
山
泊
に
集
っ
た
別

人
の
豪
傑
た
ち
が
官
軍
と
戦
う
と
こ

ろ
が
よ
か

っ
た
。

市

民

会

館

催

物

窓
辺
|
1
3
0
2

んきち 平成仰 いる<-労全i親子資 奏会部楽、校耽偽津商
大会 生提学表習尭 民館中央公

と | 劇場 う

踊円ついど 年Zi1周志t0E 蛍持i2会t 畠
iu¥ らロ お

や w づ
物

ゃのみ
んむ天間j劇団やお

ん赤ず 劇場ぬ
，期iAmUa-二奏

名
グ〉 コこ

PM AM 22 PM 20 PM 15 づi'PM 11 AM 1 
2 11日 2祝 日 1 日 1時6(日 11日 と
時時( 時リ 目(安 時( 時 (

き
I I旦 iE  30さ i旦
( 鑑

三OO円 理券整

ま低 正2ス〉、

d8円-理券~H~ 人芸弘文 料 員
場料

料 制l

」
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

munー
2
4
0
2

3
月
の
行
事

〔
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
〕

げ
日
(
日
)

日
時
ぬ
分

1

2
時

。
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
(
日
時
1

1
時
)

「
ど
ん
ど
ん
焼
」
「
み
そ
コ
ン
ニ

ャ
ク
」
「
ポ
ッ
プ

コ
l
ン」

な
ど

※
食
券
は

1
枚
刈
円

(全
品
共
通

・

3
月
1
日
か
ら
発
売
)

。
ゲ
l

ム

・
工
作
コ
ー
ナ
ー

工
作
は
「
メ
ル
ヘ
ン
ラ

ン
ド
」

「
プ
ラ
バ
ン
」
な
ど
を
作
り
ま
す
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

編

後

記

2
月
刊
日
、

「
伝
承
遊
び
」
が
加

積
保
育
園
で
聞
か
れ
、
行
っ
て
み
る

と
却
名
の
祖
母
が
お
手
玉
ゃ
あ
や
と

り
、
折
り
紙
な
ど
を
演
じ
た
り
、
子

供
達
も
生
き
生
き
と
取
り
組
む
な
ど

し
て
い
ま
し
た
。

祖
母
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
体

験
す
る
こ
の
遊
び
も
今
年
で

4
回
目
。

畳
に
は
仲
良
く
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を

談
笑
し
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

私
も
、
そ
の
日
の
夜
は
家
族
の
触

れ
合
い
を
し
よ
う
と
ひ
と
り
張
り
き

っ
た
の
で
す
が
・
:
:
:
:
。

(H
)

ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
冬
期
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
で
の
日
本
選
手
団
の
活
躍
(
メ
ダ
ル

数
|

7
個
)
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
ス

ポ
ー
ツ
界
の
新
し
い
歴
史
(
飛
躍
)
を

暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

魚
津
市
も

4
月
に
は
、
市
制

ω周

年
を
迎
え
ま
す
。
新
し
い
歴
史
を
築

い
て
行
く
わ
け
で
す
が
、
今
一
度
、

そ
の
出
発
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と

先
月
か
ら
H

魚
津
市
の
歩
み
u
を
特
集

し
て
き
ま
し
た
が
、
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら

け
の
記
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

せ
め
て
、
遠
く
か
ら
見
て
チ
ェ

ッ
ク

の
柄
に
見
え
た
ら
成
功
な
ん
だ
け
ど
。

(
Y
)
 

印刷/魚津印刷株式会社

人口 人(前月対比)

(男)23， 932 (-14 ) 

(女)25， 895 (-18 ) 

計 49，827(ー32)

世帯数

14，456世帯

編集/企画広報室


